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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 72,067 21.4 5,274 221.4 5,056 271.3 3,638 285.2
22年3月期第3四半期 59,360 △27.7 1,641 ― 1,361 ― 944 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 68.57 ―

22年3月期第3四半期 17.80 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 58,180 15,593 21.7 237.85
22年3月期 59,116 11,516 15.6 173.94

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  12,619百万円 22年3月期  9,229百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 92,000 8.6 5,600 112.4 5,100 122.3 3,400 188.1 64.08



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、２ページ【定性的情報・財務諸表等】「(３)．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.2「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 53,171,286株 22年3月期  53,171,286株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  113,387株 22年3月期  110,212株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 53,059,562株 22年3月期3Q  53,065,981株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、各種政策効果を背景に回復に向けての動きが見られました

が、円高傾向の長期化、厳しい雇用情勢、米国・欧州の景気下振れ懸念など、不透明な状況が続いております。 

 当社グループが関連する自動車業界におきましては、国内の新車販売台数は、９月にエコカー補助金が打切られ

減少傾向にありますが、上半期における好調な販売が貢献し、当累計四半期におきましては、前期同期に比べて増

加いたしました。 

 さらに、輸出を含めた国内の総生産台数につきましても、前年同期に比べ増加しました。海外の新車販売台数に

つきましては、欧州を除く米国・中国・アジア等で前年同期に比べ増加し、総じて回復してまいりました。 

 このような経営環境下で、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は720億６千７百万円

（21.4％増）となりました。 

 損益につきましては、増収効果に加えて、徹底的な合理化活動を実施したこと等により、営業利益は52億７千４

百万円（前年同期比221.4％増）となりました。経常利益は、支払利息及び為替差損が発生したものの、営業利益

段階での増益に加え、持分法による投資利益等もあり、50億５千６百万円（前年同期比271.3％）の経常利益とな

り、四半期純利益は36億３千８百万円（前年同期比285.2％増）と、各利益とも前年同期と比べ大幅な増益となり

ました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 資産につきましては、前連結会計年度末に比べて９億３千６百万円（1.6％）減少し、581億８千万円となりまし

た。これは、主に受取手形及び売掛金が30億３千２百万円増加したものの、現金及び預金の減少27億４千万円、機

械装置及び運搬具の減少19億７千６百万円等によるものであります。  

 負債につきましては、前連結会計年度末に比べて50億１千３百万円（10.5％）減少し、425億８千６百万円とな

りました。これは、主に短期借入金30億４千５百万円の減少や、長期借入金21億７千万円の減少等によるものであ

ります。  

 純資産につきましては、前連結会計年度末に比べて40億７千６百万円（35.4％）増加し、155億９千３百万円と

なりました。これは、主に利益剰余金が37億８百万円、少数株主持分が６億８千６百万円増加したこと等によるも

のであります。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の通期業績予想につきましては、当第３四半期累計期間の業績及び今後の動向を検討した結果、

現時点においては平成22年11月２日付「平成23年３月期 第２四半期決算短信」にて発表いたしました業績予想か

らの変更はありません。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①棚卸資産の評価方法 

 棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積もり、簿価切

下げを行う方法によっております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。  

③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化がなく、かつ、

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度決算において使用した将来の業

績予想やタックス・プランニングを利用する方法によっており、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化

があるか、または、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前連結会計年度決算において使用

した将来の業績予想やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によってお

ります。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

２．その他の情報



（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理の変更 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日） 及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しておりますが、これに係る債務計上すべき該当事項はありません。 

    

 第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表   

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）を

適用し、連結決算上必要な修正を行っております。なお、この変更に伴う損益に与える影響はありません。 

  

②表示方法の変更 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の一部

を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、第３四半期連結累計期間では、「少数

株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

  

  

  



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,255 8,996

受取手形及び売掛金 20,944 17,911

有価証券 407 342

商品及び製品 1,274 1,394

仕掛品 1,675 1,760

原材料及び貯蔵品 2,182 2,343

前渡金 191 234

繰延税金資産 54 48

その他 793 724

貸倒引当金 △131 △192

流動資産合計 33,648 33,563

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,386 6,920

機械装置及び運搬具（純額） 8,052 10,029

土地 5,245 3,892

建設仮勘定 589 478

その他（純額） 1,085 1,320

有形固定資産合計 21,359 22,641

無形固定資産   

のれん 15 20

その他 1,289 1,157

無形固定資産合計 1,305 1,178

投資その他の資産   

投資有価証券 1,425 1,250

長期貸付金 24 31

繰延税金資産 62 59

その他 354 390

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 1,867 1,732

固定資産合計 24,531 25,553

資産合計 58,180 59,116



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 13,706 14,005

短期借入金 9,483 12,529

未払法人税等 465 200

製品保証引当金 699 542

未払費用 3,320 2,990

その他 2,223 2,138

流動負債合計 29,898 32,406

固定負債   

長期借入金 10,392 12,563

繰延税金負債 257 286

退職給付引当金 1,066 950

役員退職慰労引当金 131 142

損害賠償損失引当金 229 265

環境対策引当金 57 －

その他 553 986

固定負債合計 12,687 15,193

負債合計 42,586 47,600

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,985 5,985

資本剰余金 4,791 4,791

利益剰余金 2,151 △1,556

自己株式 △33 △32

株主資本合計 12,896 9,188

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △0 △0

為替換算調整勘定 △276 40

評価・換算差額等合計 △276 40

少数株主持分 2,973 2,287

純資産合計 15,593 11,516

負債純資産合計 58,180 59,116



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 59,360 72,067

売上原価 51,523 59,829

売上総利益 7,837 12,237

販売費及び一般管理費   

荷造運搬費 1,136 1,202

給料及び賃金 2,507 2,804

退職給付費用 182 194

減価償却費 232 184

研究開発費 777 743

その他 1,360 1,833

販売費及び一般管理費合計 6,196 6,963

営業利益 1,641 5,274

営業外収益   

受取利息 17 22

受取配当金 0 0

持分法による投資利益 100 205

その他 260 286

営業外収益合計 377 515

営業外費用   

支払利息 431 313

為替差損 36 311

その他 189 108

営業外費用合計 657 734

経常利益 1,361 5,056

特別利益   

固定資産売却益 4 －

製品保証引当金戻入額 239 －

その他 44 －

特別利益合計 288 －

特別損失   

固定資産除却損 102 45

環境対策引当金繰入額 － 47

その他 26 －

特別損失合計 129 92

税金等調整前四半期純利益 1,520 4,963

法人税、住民税及び事業税 45 516

法人税等還付税額 △27 －

法人税等調整額 59 △25

法人税等合計 78 491

少数株主損益調整前四半期純利益 － 4,472

少数株主利益 498 833

四半期純利益 944 3,638



該当事項はありません。 

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

 〔事業の種類別セグメント情報〕 

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）                

  自動車部品事業 

非自動車

部品事業 
計 

消去又は

全社 
連結 

  
ステアリ

ング部品

事業 

シート部

品事業 
シフター

部品事業

機関駆動

部品事業

大型車部

品事業 

その他自

動車部品

事業 
小計

売上高 

(1）外部顧客に対 

  する売上高   

  (百万円) 

28,531  20,428 4,581 3,786  581 518 58,427  933  59,360 －  59,360

(2）セグメント  

 間の内部売上  

 高又は振替高 
  －  －  －  －  －  － － －  －  － －

  （百万円） 

計（百万円） 28,531  20,428 4,581 3,786 581 518 58,427  933    59,360 － 59,360

 営業利益又は 

 営業損失（△） 985    62 625 181 △56  △20 1,777    △136  1,641  －  1,641

 （百万円） 

                        

 （注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。   

    ２．各区分の主な製品 

   （1）自動車部品事業 

    1）ステアリング部品事業 ステアリングコラム、インタミディエイトシャフト 

    2）シート部品事業    リクライナー、ハイトアジャスター、シートスライド  

    3）シフター部品事業   オートマチックトランスミッションシフター、マニュアルトランスミッシ   

                 ョンシフター  

    4）機関駆動部品事業   プーリー、ドライブプレート  

    5）大型車部品事業    トラック用ロッカーバルブ、トラック用Ｕボルト  

    6）その他自動車部品事業 アクセルペダル  

   （2）非自動車部品事業   半導体自動試験装置、熱抵抗測定装置 

   ３．会計処理の方法の変更  

    前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）  

     該当事項はありません。   

   ４．追加情報 

    前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）  

     該当事項はありません。   

  



〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

  日本 北米 ヨーロッパ その他の地域 計 消去又は全社 連結 

売上高       

（1）外部顧客に対する  

 売上高（百万円） 
 36,149  5,829  12,042  5,338  59,360 －  59,360

（2）セグメント間の内 

  部売上高又は振替高  

 （百万円） 

 3,785  10 －  209  4,005  △4,005 －

計（百万円）   39,935  5,840  12,042  5,548  63,366  △4,005  59,360

  

 営業利益又は営業損失 

  （百万円） 

 730  △107  294  687  1,605  35  1,641

                

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

   ２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

    (1)北米………………米国 

    (2)ヨーロッパ………フランス、スウェーデン、チェコ 

    (3)その他の地域……中国、インドネシア、タイ 

   ３．会計処理の方法の変更 

     前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

     該当事項はありません。 

   ４．追加情報 

     前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

     該当事項はありません。 

                

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）  

  

  
北米 ヨーロッパ その他の地域 計 

Ⅰ．海外売上高（百万円）   5,912     11,869     6,029     23,811 

Ⅱ．連結売上高（百万円）      59,360 

Ⅲ．連結売上高に占める海外 

  売上高の割合（％） 
 10.0     20.0     10.1  40.1

          

（注）１．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

   ２．国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域   

   （1）国又は地域の区分の方法は、地理的近接度によっております。 

   （2）各区分に属する主な国又は地域 

    (イ)北米………………米国、カナダ 

    (ロ)ヨーロッパ………フランス、スウェーデン、ドイツ 

    (ハ)その他の地域……中国、インドネシア、タイ   



  （追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  

１.報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、ステアリングコラム事業及びシート事業並びにパワートレイン事業の３事業本部により構成されている

ことから、各事業本部を報告セグメントとしております。 

  

 各報告セグメントに属する製品 

  

２.報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報  

 当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日）  

                                        （単位:百万円）  

（注）報告セグメントの利益の金額の合計額は四半期連結損益計算書計上額（営業利益）と一致しております。 

  

３.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

  該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

該当事項はありません。 

本部 製品 

 ステアリングコラム事業  ステアリングコラム、インタミディエイトシャフト 

 シート事業  リクライナー、ハイトアジャスター、シートスライド 

 パワートレイン事業 

 オートマチックトランスミッションシフター、マニュアルトランスミッ 

 ションシフター  

 プーリー、ドライブプレート、トラック用ロッカーバルブ、トラック用 

 Ｕボルト、アクセルペダル、半導体自動試験装置、熱抵抗測定装置 

  

 報告セグメント 
合計 

  

調整額 

  

四半期連結損益

計算書計上額 

 (注） 
ステアリング 

コラム事業 
シート事業 

パワートレイン

事業 

 売上高                      

 外部顧客への売上高  33,684  27,297 11,085 72,067 － 72,067

 セグメント間の内部 

 売上高又は振替高 
－ － － － － － 

計   33,684 27,297 11,085 72,067 － 72,067

 セグメント利益  2,626    1,785 862 5,274 － 5,274

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



（１）所在地別セグメント情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

                                           （単位:百万円） 

  

  

  

４．補足情報

  日本 北米 ヨーロッパ 中国  その他の地域 計 消去又は全社 連結 

売上高       

（1）外部顧客に対 

   する売上高 
 43,621  8,065  12,639  5,147  2,592  72,067 －  72,067

（2）セグメント間 

   の内部売上高 

   又は振替高 

 3,417  19  6  －  0  3,444  △3,444     －

計  47,039  8,085  12,645  5,147  2,592  75,511  △3,444  72,067

営業利益  2,290  457  1,225  982 318  5,275  △1  5,274

                  

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

   ２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

     (1)北米……………米国 

     (2)ヨーロッパ……フランス、スウェーデン、チェコ 

     (3)中国……………中国 

     (4)その他の地域…インドネシア、タイ  
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